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生

徒

募

集

要

項

■募集定員

■入試要項 ２回の受験のチャンスがあります。（調査書と学力試験の成績等を総合して選考します。）

2024年度  生徒募集要項

入試日

1月31日（水）

 1月4日（木）・　
1月5日（金）の
どちらか1日

インターネット合格発表

1月8日（月）10:00
中学校へも
合否結果を
郵送します。

2月2日（金）10:00

同 上

受験チャンスは 2回！
2024年度高校入試説明会

学科・コース

すべての
科・コース

すべての
科・コース

第１回入試

入試の種類

第2回入試
（併願・単願可）

（併願・単願可）

男女
男女
男女
男女

女子
男女
男女
男女

特別選抜コース
特進コース
進学コース
応用文理コース
2年次から、人文社会、理工一般、リベラル・アーツ、情報経済、
福祉・看護・医療、スポーツマネジメント、服飾・フードデザイン、
グローバル・カルチャーの各専門分野別の選択科目を選びます。

普 通 科
〃
〃
〃

生活教養科
情報商業科
調 理 科
音 楽 科

30名
90名
160名
230名

120名
120名
 80名
 40名

出願書類

調査書
（再受験の方は
不要です。）

調査書

受験料

18,000円

18,000円
（再受験の方は
無料です。）

第１回入試または第2回入試において、成績が特に優れた
方には、単願・併願にかかわらず、学力特待生制度による
奨学金を支給。

入学金（入学時）
施設充実費（入学時）

１3０，０００円
１4０，０００円

授業料の金額から国の高等学校等就学支援金の金額を差し
引いた金額（就学支援金が月額9,900円の場合）

授業料の金額から国の高等学校等就学支援金の金額を差し
引いた金額（就学支援金が月額9,900円の場合） （毎月）23,1００円

スーパー

1種

入学金の半額（入学時） 65，０００円2種

  （毎月）23,1００円

………………………………………………………………

………………………………………………………

……………………………………………………

　2024年度の高校入試説明会を9月13日（水）午前9時半から須賀栄子記念講堂大ホールで
開催。県内外の各中学校から進路指導主事や第3学年主任など100名を超える先生方にご参
加いただきました。

ピアノ、声楽、弦管打楽器、教育音楽、電子オルガン、邦楽、ミュージカルの各専攻

………

………

厚生労働大臣指定、調理師免許証無試験取得

入試時間割

集　合　 ８：４０   諸注意  ８：５０
国　語　 ９：１０～１０：００（５０分）
数　学  １０：１５～１１：０５（５０分）
英　語  １１：２０～１２：１０（５０分）

昼　食  １２：１０～１２：５０（４０分）

理　科  １２：５０～  １：４０（５０分）
社　会　 １：５５～  ２：４５（５０分）

国・数・英・社・理の５教科
英語は「リスニング」を含みます。

音楽科志望のある方は
5教科試験終了後

実技と面接（本人のみ）※

国・数・英・社・理の５教科
英語は「リスニング」を含みます。

音楽科志望のある方は
5教科試験終了後

実技と面接（本人のみ）※

試験科目（各教科について一部記
述式の問題があります。） インターネット出願期間

1月9日（火）

1月18日（木）
（正午１２：００まで）

〜

11月18日（土）

11月30日（木）
（正午１２：００まで）

〜

学力特待生制度

※ただし、経験の浅い方や未経験の方は面接のみで、実技試験はありません。

さらに充実

・２年次、３年次も成績が優れた方は、継続となります。

　

本
校
の
年
間
行
事
ビ
デ
オ

を
ご
覧
い
た
だ
き
、須
賀
英

之
校
長
先
生
の
挨
拶
の
あ

と
、生
徒
よ
り
ス
ラ
イ
ド
や

動
画
を
活
用
し
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
で
、各
科
・

コ
ー
ス
ご
と
の
学
習
内
容
や

進
学
・
就
職
状
況
を
ご
紹
介

し
ま
し
た
。

　

次
に
、教
頭
・
入
試
広
報
部

長
の
萩
原
俊
和
先
生
か
ら
入

試
要
項
と
学
力
特
待
生
制
度

な
ど
に
関
す
る
説
明
と
質
疑

応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　

入
試
は
、国
数
英
の
三
教

科
は
マ
ー
ク
方
式
と
記
述
方

式
の
複
合
方
式
、
理
社
は

マ
ー
ク
方
式
の
み
で
実
施
し

ま
す
。

　

第
一
回
入
試
受
験
者
が
第

二
回
入
試
を
受
験
す
る
場
合

の
受
験
料
は
無
料
で
す
。学

力
特
待
生
や
科
・
コ
ー
ス
の
ラ

ン
ク
ア
ッ
プ
合
格
を
目
指
す

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
で
き
ま
す
。

　

入
学
金
が
三
万
円
減
額
さ

れ
る
早
期
入
学
手
続
き
割
引

期
間（
二
月
十
三
日
〜
二
月

十
六
日
）も
設
定
し
て
い
ま

す
。本
校
に
兄
姉
が
在
学
し

て
い
る
方
が
入
学
す
る
場
合

に
は
、入
学
金
十
三
万
円
が

全
額
免
除
と
な
る
弟
妹
入
学

特
典
が
あ
り
ま
す
。

　

実
用
英
語
技
能
検
定
準
二

級
以
上
取
得
者
に
は
二
十

点
、三
級
取
得
者
に
は
十
点

を
入
試
得
点
に
加
点
し
て
合

格
を
判
定
し
ま
す
。

　

入
学
試
験
の
合
否
結
果
は
、

中
学
校
に
郵
送
す
る
ほ
か
、受

験
生
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

も
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
月
四
日（
木
）・
一
月
五

日（
金
）の
い
ず
れ
か
一
日

に
受
け
て
い
た
だ
く
の
が

第
一
回
入
試
、一
月
三
十
一

日（
水
）に
行
わ
れ
る
の
が

第
二
回
入
試
で
す
。昨
年
は

約
五
〇
〇
〇
名
の
受
験
生

が
、先
ず
は
第
一
回
入
試
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

学
力
試
験
は
、県
立
高
校

入
試
と
同
じ
、国
・
数
・
英（
含

リ
ス
ニ
ン
グ
）・
理
・
社
の
五

教
科
で
す
。試
験
時
間
は
全

教
科
五
〇
分
で
す
。

　

併
願
・
単
願
い
ず
れ
も
可

能
で
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出

願
サ
イ
ト
に
入
学
を
希
望
す

る
学
科
・
コ
ー
ス
の
順
位
を

入
力
す
れ
ば
、第
一
志
望
か

ら
最
大
第
五
志
望
ま
で
順
に

ス
ラ
イ
ド
し
て
合
格
を
判
定

し
ま
す
。ま
た
、五
教
科
で
の

合
格
判
定
と
三
教
科（
国
・

数
・
英
）で
の
合
格
判
定
の
ど

ち
ら
も
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
本
校
独
自
の「
五
・
三
合
格

判
定
方
式
」を
採
用
。さ
ら

に
、生
活
教
養
・
情
報
商
業
・

調
理
・
音
楽
科
の
志
望
が
あ

れ
ば
、特
別
に
五
教
科
の
う

ち
の
高
得
点
二
教
科
に
よ
っ

て
も
合
格
を
判
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

単
願
の
場
合
は
、併
願
の

場
合
よ
り
有
利
に
合
格
を
判

定
し
ま
す
。

　

成
績
優
秀
な
方（
単
願
・
併

願
）や
運
動
競
技
に
優
れ
た
方

（
単
願
）に
は
、各
種
の「
特
待

生
制
度
」が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
◆　
◆　
◆

　

音
楽
科
を
受
験
さ
れ
る
方

は
、五
教
科
の
学
力
試
験
と

実
技
試
験
と
面
接（
本
人
の

み
）が
あ
り
ま
す
。た
だ
し
、経

験
の
浅
い
方
や
未
経
験
の
方

は
面
接
の
み
で
、受
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　　

帰
国
子
女
に
つ
い
て
は
、三

教
科（
国
・
数
・
英
）の
入
試
点
と

面
接
か
ら
合
格
を
判
定
し
ま

す
。（
第
一
回
入
試
の
み
）応
募

資
格
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

Ⅰ

Ⅱ

１２
月
に
新
校
舎
竣
工
！

　

九
月
十
六
日（
土
）・十
七
日（
日
）に
、

J
A
A
C（
日
米
学
術
セ
ン
タ
ー
）主

任
講
師
の
ジ
ャ
ロ
・
ク
レ
ッ
グ
先

生（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
出
身
）を
講

師
に
お
招
き
し
て
、B
o
s
t
o
n 

H
A
R
V
A
R
D 

F
O
R
U
M
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、オ
ン
ラ
イ

ン
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
学
生
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
、デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、少
人
数

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、ハ
ー
バ
ー
ド

大
生
に
様
々
な
質
問
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
目
標
の

設
定
方
法
」、「
A
I
の
倫
理
」そ
し
て

「
創
薬
の
世
界

－

歯
を
再
生
す
る
薬

－

」

を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
を
聞
き
、自
分

の
考
え
を
英
語
で
述
べ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

二
月
に
は
、ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
・
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
研
修
を

予
定
し
て
お
り
、さ
ら
な
る
高
み
を
目

指
し
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

起業論・アントレプレナーシップ講座

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座

Boston HARVARD FORUMを開催

　

本
校
で
は
、
民
間
企

業
と
連
携
し
て
、
メ
タ

バ
ー
ス
に
〝
教
室
〞
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
自

律
神
経
な
ど
に
よ
る
不

調
で
午
前
中
の
授
業
に

参
加
で
き
ず
、
留
年
や

転
校
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
生
徒
が
例
年
い
ま
す
。

　

同
級
生
と
一
緒
に
進

級
や
卒
業
が
で
き
る

サ
ポ
ー
ト
の
方
法
を
考

え
る
中
で
、
体
調
不
良

時
に
自
宅
や
病
院
で
も

授
業
を
受
け
ら
れ
る
場

と
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
の

活
用
を
決
め
ま
し
た
。

参
加
す
る
に
は
医
師
の

診
断
書
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

　

生
徒
は
パ
ソ
コ
ン
な

ど
を
使
っ
て
メ
タ
バ
ー

ス
で
自
身
の
分
身
（
ア

バ
タ
ー
）
を
操
作
し
な

が
ら
、
授
業
を
受
け
た

り
進
路
相
談
し
た
り
で

き
る
。
生
徒
自
身
が
ア

バ
タ
ー
を
動
か
し
、
チ

ャ
ッ
ト
を
使
っ
て
質
問

す
る
な
ど
、
一
般
的
な

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
比

べ
、
よ
り
主
体
的
に
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

生
徒
の
さ
ま
ざ
ま
な

悩
み
を
相
談
で
き
る
空

間
を
つ
く
り
た
い
。
多

様
な
選
択
肢
の
一
つ
と

し
て
、
生
徒
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

新
校
舎
の
竣
工
が
十
二
月
に
迫
り
、
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。最
新
の
設
備
を
備
え
た
七
階
建
て
の

校
舎
で
、更
に
充
実
し
た
高
校
生
活
が
で
き
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
！

　

八
月
二
十
八
日（
月
）、普
通
科
一
年・情
報
商
業
科

一
年
の
生
徒
を
対
象
に「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
講
座
」

を
実
施
し
ま
し
た
。技
術
革
新
の
進
展
な
ど
社
会
の

変
化
に
伴
っ
て
新
し
い
学
問
が
誕
生
し
て
お
り
、文

理
融
合
型
の
学
び
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」で
す
。講
師
と
し
て
、新
井 

賢
一
先
生（
早
稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
修

士
課
程
修
了・博
士（
理
学
）取
得
。N
T
T
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
研
究
所
研
究
主
任・東
京
情
報
デ

ザ
イ
ン
専
門
職
大
学
）を
お
迎
え
し
て
お
話
を
拝
聴

し
ま
し
た
。

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
は
膨
大
な
デ
ー
タ
を
収
集

･
分
析
し
、新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
研
究
で
あ
り
、

情
報
処
理
能
力
や
統
計
知
識・人
工
知
能
を
用
い
て

集
積
し
た
デ
ー
タ
を
解
析
し
、さ
ま
ざ
ま
な
業
界
で

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
か
ら
は
、「
難

し
い
内
容
で
し
た

が
、こ
れ
か
ら
の
時

代
に
は
必
要
な
知

識
だ
と
わ
か
り
ま

し
た
。」 「
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
テ
ィ
ス
ト

と
い
う
職
業
に
興

味
を
も
ち
ま
し
た
。」

と
い
っ
た
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

　

八
月
二
十
一
日（
月
）・
二
十
二

日（
火
）に
、全
学
年
の
生
徒（
希
望

者
）を
対
象
に
、佐
々
木
敦
斗
氏

（
東
京
大
学
卒
業
、朝
日
新
聞
記

者
、リ
ク
ル
ー
ト
社
員
を
経
て
教

材
開
発
会
社
を
起
業
）を
講
師
に
、

「
起
業
論
・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
講
座
」を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　

一
日
目
は
、オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
起
業
家
ケ
ー
ス
ス
タ

デ
ィ
。起
業
家（
デ
ジ
ロ
ウ
池
田
公

也
氏
、S
E
T 

U
P 

J
A
P
A
N

代
表
佐
山
輝
氏
）を
お
迎
え
し
て

の
講
話
。「
起
業
家
と
し
て
成
功
す

る
カ
ギ
は
小
さ
な
こ
と
の
積
み
重

ね
が
大
切
。そ
し
て
、ま
ず
行
動
す

る
こ
と
の
必
要
性
」と
の
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。そ
の
後
、グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
起
業
プ
ラ
ン
を
考

え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

二
日
目
は
、グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

G
o
o
g
l
e
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て

発
表
会
を
行
い
ま
し
た
。上
記
の
起

業
家
と
足
利
銀
行
行
員
を
お
招
き

し
ま
し
た
。「
す
べ
て
の
チ
ー
ム
が

高
校
生
な
ら
で
は
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
で
あ
り
、非
常
に
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
経
験

を
今
後
の
勉
強
に
生
か
し
て
ほ
し

い
。」と
、講
評
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。生
徒
か
ら
は 

「
起
業
家
の
方
々

か
ら
色
々
な
お
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
、グ
ル
ー
プ
で
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、今
ま
で
に
な
い

貴
重
な
経
験
が
で
き
、と
て
も
楽
し

か
っ
た
。」「
沢
山
の
人
と
の
関
わ
り

や
経
験
が
積
み
重
ね
で
成
り
立
つ

こ
と
が
分
か
っ
た
。」と
の
感
想
が

聞
か
れ
、将
来
を
考
え
る
よ
い
き
っ

か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。



  

一日
体
験
学
習
を
七
月
二
十

九
日（
土
）〜
三
十
一
日（
月
）の

三
日
間
、実
施
し
ま
し
た
。

　

須
賀
英
子
記
念
講
堂
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、須
賀
英
之
校
長
先

生
か
ら
、「
本
校
の
一
日
体
験
に

は
、六
五
〇
〇
名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
今
年

創
立
百
二
十
三
周
年
を
迎
え
る

本
校
の『
全
人
教
育
』の
建
学
の

精
神
、時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た

教
育
内
容
や
最
新
の
施
設
設
備

な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
て
の
こ

と
だ
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。高

校
は
中
学
と
は
異
な
り
、自
ら

選
ん
で
入
学
す
る
学
校
で
す
。

　

ま
ず
、来
年
一
月
に
行
わ
れ
る

第
一
回
入
試
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。さ
ら
に
、科・コ
ー
ス
の
ラ
ン
ク

ア
ッ
プ
や
学
力
特
待
生
を
目
指

す
た
め
に
、第
二
回
入
試
を
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。奨
学
金

や
就
学
支
援
金
が
充
実
し
、公

立
・
私
立
に
経
済
的
な
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の

特
色
や
進
学
実
績
を
よ
く
見
比

べ
た
う
え
で
、夢
と
希
望
が
実
現

で
き
る
高
校
を
、皆
さ
ん
自
身
で

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。」と
ご
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

 

各
科・コ
ー
ス
の
学
習
内
容
や
進

路
の
紹
介
で
は
、将
来
の
目
標
に

向
か
っ
て
前
進
す
る
生
徒
の
発

表
を
は
じ
め
、専
門
分
野
に
お

け
る
学
習
内
容
や
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ（
本
校
に
あ
る
落
合
書
店

コ
ン
ビ
ニ
で
の
販
売
実
習
）の
紹

介
、レ
ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
て
い

る
調
理
科
の
先
生
方
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、音
楽
科
の
演
奏

な
ど
、総
合
学
園
な
ら
で
は
の
多

彩
な
説
明
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。

 

部
活
動
紹
介
の
趣
向
を
凝
ら

し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
、中
学
生

は
釘
付
け
に
な
り
な
が
ら
聴
講

し
て
い
ま
し
た
。

 

冷
房
の
効
い
た
教
室
で
の
各
学

科
の
体
験
学
習
で
は
、パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
用
し
た
模
擬
授
業

（
普
通
科
）、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と

ウ
ェ
ブ
デ
ザ
イ
ン
模
擬
授
業（
情

報
商
業
科
）、エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

の
発
表・手
芸
講
座（
生
活
教
養

科
）、プ
ロ
の
シ
ェフ・パ
テ
ィ
シ
エ
に

よ
る
実
習
授
業（
調
理
科
）、実

技
レ
ッ
ス
ン
見
学
・レ
ク
チ
ャ
ー
コ

ン
サ
ー
ト
鑑
賞（
音
楽
科
）に
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

あなたの夢と希望を見つける場所  ～DREAM&FUTURE～

▲調理科（パティシエ体験）

▲シュート体験 ▲普通科模擬授業（理科の実験）

高校一日体験学習に
6500名を超える参加者!

▼音楽科

▲中学生来場

　

ま
た
、日
本
の
金
融
取

引
市
場
情
報
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
発
信
し
、上
場

企
業
へ
の
情
報
開
示
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
業
務
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

株
式
投
資
体
験
コ
ー

ナ
ー
で
は
株
式
の
投
資

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
体

験
す
る
こ
と
が
で
き
、真

剣
に
考
え
取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

　

中
学
生
・
高
校
生
が
、

八
月
九
日（
水
）〜
十
六

日（
水
）の
八
日
間
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク

イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
州

ゴ
ー
ル
ド
コ
ー
ス
ト
に

て
語
学
研
修
・
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

　

ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド

州
立
ラ
ン
コ
ー
ン
高
校

に
温
か
く
迎
え
て
い
た

だ
き
、英
会
話
の
授
業

や
バ
デ
ィ
生
徒
と
の
学

校
生
活
、
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
様
々
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
国

際
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
に
お
い
て
、生
徒
た

ち
は
驚
き
や
新
た
な
発
見
が
あ
り
、異
文
化
理
解
力
を

含
む
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
イ
ン
ド
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。休
日
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に
観
光
や

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

情
報
商
業
科
の
生
徒

が
八
月
九
日（
水
）に
、東

京
に
あ
る
日
本
銀
行
本

店
と
東
証
ア
ロ
ー
ズ
を

見
学
し
ま
し
た
。日
本
銀

行
本
店
で
は
、日
本
銀
行

の
歴
史
や
機
能
と
組
織

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。資
料
館
に
は

当
時
の
帳
簿
を
は
じ
め
、

貴
重
な
も
の
が
展
示
さ

れ
て
お
り
、か
つ
て
の
本

館
の
業
務
窓
口
や
、地
下

金
庫
な
ど
も
見
学
し
ま

し
た
。

 　

東
証
ア
ロ
ー
ズ
は
国

内
最
大
の
証
券
取
引
所

で
あ
り
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

証
券
取
引
所
や
ロ
ン
ド

ン
証
券
取
引
所
な
ど
と

共
に
世
界
経
済
の
中
核

と
し
て
の
役
目
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

硬式野球部
　

昨
年
は
県
ベ
ス
ト
十

六
の
成
績
を
収
め
、今
年

こ
そ
は
甲
子
園
出
場
を

目
標
と
し
頑
張
っ
て
い

ま
す
。高
校
野
球
を
通
じ

て
勝
つ
こ
と
の
喜
び
や

負
け
る
こ
と
の
悔
し
さ

だ
け
で
は
な
く
、全
員
協

力
し
て
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
努
力
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。先
輩
た
ち
の
思

い
を
引
き
継
い
だ
後
輩

た
ち
は
、甲
子
園
出
場
と

い
う
目
標
を
達
成
す
る

た
め
厳
し
い
練
習
に
励

ん
で
い
ま
す
。

目
指
せ

　
　
甲
子
園

演劇部
　

実
際
に
舞
台
に

立
っ
て
演
技
を
す
る

キ
ャ
ス
ト
が
注
目
さ

れ
る
こ
と
の
多
い
演

劇
で
す
が
、演
出
、音

響
や
照
明
、衣
装
、メ

イ
ク
、そ
し
て
大
道

具
、小
道
具
と
様
々

な
役
職
が
一
丸
と

な
っ
て
ド
ラ
マ
を
作

り
ま
す
。「
総
合
芸

術
」と
言
わ
れ
る
所

以
で
す
。

　

シ
リ
ア
ス
で
も
コ
メ
デ
ィ
で
も
、日
常
か
ら
非

日
常
ま
で
、普
段
の
自
分
た
ち
と
は
違
う
仮
面
を

個
性
に
か
ぶ
せ
て
、舞
台
づ
く
り
に
励
ん
で
い
ま

す
。観
客
の
心
を
揺
り
動
か
し
、作
り
手
の
私
た

ち
も
楽
し
め
る
、そ
ん
な
演
劇
を
目
指
し
て
い
き

た
い
で
す
。

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
て

ソフトテニス部
　

毎
年
大
活
躍
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

部
。関
東
大
会
に
男
女
で
出
場
し
、

北
海
道
苫
小
牧
市
で
行
わ
れ
た
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
の
ダ
ブ
ル
ス
に
岩
佐

帆
乃
香（
三
年
普
応
）・
山
本
百
花

（
三
年
普
進
）ペ
ア
、大
橋
沙
朱（
三

年
情
商
）・
廣
谷
流
凛（
一
年
普
進
）ペ

ア
の
四
名
が
出
場
し
、二
十
四
年
連

続
出
場
記
録

を
伸
ば
し
た
。

　

来
年
は
、二

十
五
年
連
続

出
場
を
目
指

し
、部
員
全
員

で
練
習
に
励

み
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
応
援

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

さ
ら
な
る

  

高
み
を
目
指
し
て

　

Y
o
u
t
u
b
e
・
メ
タ
バ
ー
ス
部
で
は
、本
校
の

魅
力
を
広
く
伝
え
る
べ
く
、日
々
動
画
を
作
成
し
て

お
り
、第
六
回
Y
o
u
t
u
b
e
甲
子
園
へ
の
エ
ン

ト
リ
ー
に
向
け
新
た
な
学
校
紹
介
動
画
を
撮
影
・
編

集
を
し
て
い
ま
す
。昨
年
銀
賞
を
受
賞
し
た
動
画
が

「
宇
短
附
チ
ャ
ン
ネ
ル
」に
て
公
開
さ
れ
て
い
る
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、地
域
と
の
関

わ
り
と
し
て「
た
か
し

ま
耳
鼻
咽
喉
科
」の
高

島
雅
之
先
生
と
睡
眠
に

関
す
る
紹
介
動
画
を
制

作
中
で
す
。

YouTube・メタバース部

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
!!

　

六
月
に
山
梨
県
甲
府
市
に
て
開
催

さ
れ
た
関
東
大
会
に
男
子
四
×
百
ｍ

リ
レ
ー
、男
子
百
十
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、男

子
棒
高
跳
び
の
三
種
目
に
お
い
て
出

場
を
果
た
し
ま
し
た
。各
県
代
表
の

高
い
レ
ベ
ル
を
体
感
し
、選
手
一
人

ひ
と
り
が
悔
し
い
な
が
ら
も
新
た
な

目
標
を
胸
に
、更
な
る
高
み
を
目
指

す
意
欲
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

九
月
に
は

県
新
人
戦
に

お
い
て
棒
高

跳
び
の
種
目

で
県
一
位
、十

月
に
埼
玉
県

熊
谷
市
で
開

催
さ
れ
る
関

東
大
会
に
出

場
し
ま
す
。

陸上部

躍
進
の
七
年
目

チアダンス部
　

創
部
十
三
年

目
に
な
る
今
年

は
、野
球
応
援

に
加
え
、東
武

百
貨
店
で
行
わ

れ
た
文
化
祭
、

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
の
応
援
等
に

も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。多
く
の
場

で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、

見
て
く
だ
さ
る
方
に
エ
ー
ル
や
笑
顔
を
お
届
け

で
き
る
よ
う
、こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

高
体
連
の
ダ
ン
ス
コ
ン
ク
ー
ル
で
も
良
い
結
果

を
残
せ
る
よ
う
日
々
の
練
習
に
力
を
入
れ
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

笑
顔
を

    

力
に

空手道部

創
部
三
年
、全
国
七
位
入
賞

　

三
年
連
続
で
栃
木
県

を
制
覇
し
、埼
玉
で
の

関
東
大
会
や
北
海
道
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
し

ま
し
た
。主
将
の
高
橋

楓（
中
高
一
貫
三
の
二
）

と
植
田
颯
真（
情
報
商

業
科
三
の
二
十
）が
男

子
個
人
形
に
出
場
し
、

植
田
は
全
国
七
位
に
入

賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、今
年
は
橋
本

一
華（
生
活
教
養
科
一

の
十
八
）が
女
子
個
人

形
に
も
出
場
す
る
な
ど

男
女
と
も
に
活
躍
の
場

を
広
げ
て
い
ま
す
。
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編
集
後
記

令
和
五
年
度

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
開
く

会
長
に
雨
宮
由
弥

令
和
五
年
度

　

生
徒
総
会
開
く 

あ
め   

み
や　

ゆ　

  

み

さん

  

編
集
委
員
長                  

　
三
年
十
四
組  

鈴
木 

柚
葉

　
　
　
　   

（
陽
西
中
出
身
）

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
が
、五
月
二
十
七
日

（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。令
和
四
年

度
の
決
算
お
よ
び
事
業
報
告
と
令
和

五
年
度
の
予
算
・
事
業
計
画
の
決
議
な

ど
で
し
た
。

　

正
･
副
会
長
は
次
の
各
氏
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
会
長
･
栗
原
健
人（
普
通
科
後
援
会

会
長
･
三
の
一
）〇
副
会
長
･
石
塚
誠

（
普
通
科
後
援
会
副
会
長
･
二
の
一
）、

金
子
由
美
子（
生
活
教
養
科
後
援
会
会

長
･
三
の
十
七
）、竹
熊
綾（
情
報
商
業

科
後
援
会
会
長
･
三
の
二
十
）、豊
田

か
お
り（
調
理
科
後
援
会
会
長
･
三
の

二
十
三
）、河
合
晴
美（
音
楽
科
後
援
会

会
長
･
三
の
二
十
四
）

　

五
月
二
十
三
日
、須
賀
栄
子
記
念
講

堂
大
ホ
ー
ル
で
生
徒
総
会
が
開
か
れ
、

新
生
徒
会
長
の
雨
宮
由
弥
さ
ん（
東
那

須
野
中
出
身
）、副
会
長
の
服
部
陽
吾
く

ん（
落
合
中
出
身
）と
柏
木
祐
舞
く
ん（
今

市
中
出
身
）を
中
心
と
し
た
新
生
徒
会

役
員
に
よ
り
、熱
心
な
議
事
が
進
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
題
は
、令
和
四
年
度
の
決
算
･
事

業
報
告
と
令
和
五
年
度
の
予
算
･
事

業
計
画
の
審
議
な
ど
で
し
た
。

　

ま
た
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
の
継

続
と
拡
張
や
学
力
･
マ
ナ
ー
の
向
上

に
つ
い
て
、新
校
舎
建
て
替
え
に
伴
い

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
も
話
し
合
い
、「
よ
り
よ
い
学
校
生

活
を
め
ざ
し
、生
徒
会
活
動
を
盛
り
上

げ
て
い
き
た
い
」と
の
新
生
徒
会
長
の

力
強
い
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
争
か

ら
一
年
が
経
過
し
、ト
ル
コ
・
シ
リ
ア

大
地
震
な
ど
、国
内
外
問
わ
ず
シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
る
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
あ
り

ま
し
た
。一
方
、世
界
的
に
流
行
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
五
類
に
引

き
下
げ
ら
れ
、感
染
対
策
は
個
人
に
委

ね
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
生
活
が
戻
り
つ
つ
あ
り
、

各
地
の
祭
り
や
学
校
行
事
等
も
完
全

復
活
が
見
ら
れ
ま
す
。本
校
の
生
徒
達

は
、日
々
の
学
習
や
部
活
動
で
目
覚
ま

し
い
躍
進
を
遂
げ
て
い
ま
す
。こ
の
紙

面
か
ら
、力
溢
れ
る
活
躍
の
様
子
を
感

じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

音楽科・調理科・生活教養科・茶道部・書道部・パティシエ部 オーストラリア語学研修 情報商業科
　

八
月
五
日（
土
）に
、中
禅
寺
湖
畔
の
英
国
・
イ
タ
リ

ア
大
使
館
別
荘
記
念
公
園
に
て
、生
徒（
音
調
理
科
・
生

活
教
養
科
・
茶
道
部
・
書
道
部
・
パ
テ
ィ
シ
エ
部
）が
サ

マ
ー
フ
ェ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

手
作
り
の
ド
レ
ス
や
ス
イ
ー
ツ
、お
抹
茶
や
オ
リ
ジ

ナ
ル
和
菓
子
、書
道
実
演
、日
光
の
自
然
に
溶
け
込
む

音
楽
で
お
も
て
な
し
を
し
て
、皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
の
高
校
選
手
権
大
会
で
は
、

本
校
と
し
て
四
度
目
と
な
る
決
勝

戦
で
全
国
大
会
初
出
場
に
臨
み
ま

し
た
が
、惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
。

目
標
に
向
か
っ
て
真
摯
に
プ
レ
ー

し
た
こ
と
で
、相
手
、レ
フ
ェ
リ
ー
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の
リ

ス
ペ
ク
ト
を
学

び
ま
し
た
。

　

本
年
も
私
た

ち
の
サ
ッ
カ
ー

は
、多
く
の
皆
様

に
勇
気
と
感
動

を
届
け
ら
れ
る

よ
う
、活
動
し
て

ま
い
り
ま
す
。

サッカー部

リ
ス
ペ
ク
ト
を
胸
に

　

第
三
体
育
館
の
新
設
か
ら
六

年
と
歴
史
が
浅
い
部
活
で
す
が
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
関
東
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。日
ご
ろ
の
サ
ポ
ー
ト
へ
の
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、全
国

大
会
出
場
を
目
標
に
、さ
ら
に
励

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
全

国
大
会
経
験
者
か
ら
初
心
者
ま

で
在
籍
し
て
い
ま
す
。バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
、レ
ベ
ル
に
関
係
な
く
同

じ
目
標
に
向
け
て
切
磋
琢
磨
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。部
員
一
丸

と
な
っ
て
さ
ら
に
宇
短
附
の
名

を
全
国
に
と
ど
ろ
か
せ
ま
す
。

バドミントン部

二
年
連
続

　
関
東
大
会
出
場

金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
で

日
銀・東
証
ア
ロ
ー
ズ
を
見
学

　

栃
木
県
吹
奏

楽
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、Ａ
部

門
、Ｃ
部
門
共
に

銀
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。東
関
東

吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
出

場
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、多
く
の

励
ま
し
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、練
習
の

成
果
を
堂
々
と
発
揮
で
き
た
演
奏
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

十
二
月
に
実
施
さ
れ
る
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
て
練
習
し

て
い
ま
す
。良
い
結
果
を
残
せ
る
よ

う
、「
奏
思
奏
愛
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

忘
れ
ず
に
努
力
を
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

吹奏楽部

栃
木
県
吹
奏
楽

　
コ
ン
ク
ー
ル
銀
賞

▲宇短附チャンネル




